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中 国 今週の焦点
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実権派リーダー郡小平が描く、遠大な構想グ
中国民衆を総動員し、毛沢東グを吹っ切る

中国の圏内情努力ザまた流動化してき

た． この政治潮流はどこから来てど

ニへ行くのか。 当初から 中国にお

ける ・非毛沢東化の底流’ を指摘し

てきた東京外大教授・中嶋繊維氏に

今度の動きの焦点を罷ってもらっ

た。（文責編集部）

吹き出した ‘非毛沢東化。

の底流

中国における非毛沢東化の動きは

実は、 いつ突破口が聞かれてもいい

If�で熟していた。 今日のような段階

を予測させる袋ぷは、 毛沢東以後の

中固め政治状況の中にすべて内包さ

れていたのである。

四人組をあのような激し川形で非

錐しながら、 毛沢東だけは相ll準にし

て口すべからざる存在であったのだ

が、 そのことが大きな矛盾であるこ

とは、 中国の民衆のだれもが気づい

ていた。

そして紅背夫人を蛇鍋のごとく鎌

慈し、 中世の魔女狩りを思わせるよ

うな織清原lが行なわれたあと、 すべ

ての非業、中国の政治、 圏内総設の

すべてのマイナス耐を四人組のせい

にするという状況が進めば進むは

ど、 それでは一体四人組をあそこま

で台頭させたのは設か。 ぞの�·（任は

どうなるのかという問題が残る。

こうした疑問は、 すでに四人組批

判の当初から治伝していた。 同時に

中同の社会主選4:1!，没の墜史上副知l的

な出来事であった、 天安門事fト一一
民衆の側からのfi'li�！Iな毛沢＊体制批

－＇！＇�トーを抑え込んだ代償として、 帝

国鈴が自らの地｛tr.を低立したlJ�実に
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A民＊に人気のある量刊、平副主席
対しても、lulじような疑念が渦巻い

ていた．

害事国jl;の台頭そのものが、 白人組

打倒とならんで、 これまでの中国の

政治的角返そのものの反映なのであ

る。 だから問題をつきつめれば、 挙

国鋒自身に当然火の粉1；降りかかっ

てくる。

政治の動きというのはひとつのハ

ズミである。 ハズミがつけばひとつ

の方向に過熱してくることは避けら

れない。 ことに、政治そのものが織

烈な権力闘争、 党内闘争でhあり、 し

かもそれが常に大衆運動的な状況の

中で展開される中国の場合には、 ハ

ズミがつくととめどもなくなる。

今度ーの出来事｛止、 来たるべきもの

が来たのである。どの方向から来て、

と’の方向へ行くのか。

勾iなる菜園鋒追い落しなのか、 到l

小平と務図録との対立であるのか、

あるいはもっとさかのぼって、 毛沢

東政治、 中国のこれまでの社会主義

建 設路線そのものに対する再検討な

のか一一， 少なくとも松近の動きを

見ていえるのは、 撃国鈴のlaい汚し

だけではすまされない問也、 つまり

明確なVド毛沢東化物 とL、う方向が

大きなl底流としてあるし‘ その底流

....図録の翻鐙役は終わった？
がここへきて池炎に出始めたという

ことて・ある。

準備されていた実橋辰の復権

すでに、旧実他派勢力、文革で失

脚させられた人法が大fiiに復活して

いる。 北京市をみてみよう。

かつて北京市の党委日会は実徽iJR

の牙械であゥた。 党内の少数派に転

浴していた毛沢東といえどもJ針一

本、 釘一本差せなかった」といわれ

る尖権派の牙城が、 北京市に再形成

されているように忠われる。

それは、 文革派の斡宮！；であった党

政治局委貝の呉1�が、 北京市長、 北

京市革命委貝会第－.！｝記を!l.!迭され

たことに象徴的に現われている。 そ

の後、 党の中心、とくに北京市を中

心に笑他派の党内記局のようなもの

か形成され始めたようだ。

一述の動きは司自制されたものであ

り、かなり系統的である。tjiに壁新

｜封lが貼り出されただけでなく、 まず

人民日報や光明日絡が ‘実ijI-求R!.一

一尖践によって真理！は検証されなけ

ればならなt、の意ーーのキャンペー

ンを展開し、 一方で、検七十年代作と

か ‘争的均 など君子治の左派系メディ

アが、 一連の動きを水先案内してき
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たとt、う絵i位もある。

しかL日程的にみると、 郷小－·f<(;t

つい故近日本を訪問。 初めて訪れた

先進資本主義l当で彼Ii大きなレ・，ス

ンを受けて帰勺た。 絞いてすぐA s 

EAN諮問聡；｝jに出かけて、 北ボに

らJるや�や、 人民日報、 光明日械が

銚文元批判の日倉文をぬIfて、 四人組

に対してのみならず、 実質的にも沢

＊そのむのに対する批判lを反llf.Jし

た。

郡小平がいなくても、 そういう批

判ができるような状況が存在してい

るのτ’ある。

もっとも状況はそう単純ではなく

て、 他方において、 党の理論必であ

る紅旗はいぜんとして沈黙を守って

おり、 あたかも逆流にさからってい

る鋭がある。

文化大革命の初期に、 島平店主態調iが

中央の機関紙として先行して、：J,f償

派打倒を掲げ、 給－/,,jは人民日報もそ

れにならい、まIJltL幼IiLていったと

いう縫過をたどった。 今度の場合ら

それに似た，、ターンを取っている

全体的な情勢としては、 非毛沢東

化が進んでいるにもかかわらず、 内

今週の焦点

部にはそれへの抵抗要因がまだ存在

してL、るとL、うニとだ。

しかしやがて、 党大会その他で、

毛沢ボの革命経歴なリ生涯に対する

再評価、 とくに晩年における過ちが

恨本的に洗い直されるという方向が

チ見される。 スターリン批判lと同じ

ような、 毛沢東批判が行なわれると

考えてよい。

スターリン批判と異なる点

だがJILJ者は決定的に同じではな

い。 そこには大きな述いがある。

スターリン批判の時には、 スター

リ〉の独裁が崩れていくこと自体、

大変なjJl!j懇でーあゥた。 神話のJi解が

あまりに大きかったため、 スターリ

ン主義が恨強〈存在していた東欧諸

国では、 ポーランド、 ハンガリー到J

liL さえ起きた。

毛沢東批判の場合は、 そうした衝

慾的な偶像祭持の妓域l立、 必ずしも

必要ではない。 むしろ、なしくずし

的にすでに彼の俗成は否定されてき

ている。 また中国社会の中にはこれ

までも、 明白な非毛沢東化を指向し

た政治の動きが一口して存（£した。
V天安門司E件を ・革命的行動’ として正当化した北京市党書展員会の決定が 北

京天安門広島暑で発表された（左）． その決定を報ずる香港の中国系新聞・大公

報・ f右｝
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それだけにも沢東批判は社会的＞£

�を持ったむのであり、 その批判は

いまや菜園鈴にも及Iiん としてい

る。

四人組を批判しながら、 毛沢東だ

けを擁認するという論理の刊行が一

挙に切聞きれつつあるのが、 現4正の

中同の状況だ．

rt1国民衆の中には初めから、 ある

織のfl欠っ切れなさがあった。 そこを

濃かが乗り結えてくれなければ、 い

くら四人組批判！といっても隔制t鐙俸

の！患があった。 それは、 リカ目に4つ

の近代化の旗を振ってL、 また状況

が変われば逆転するのではないかと

いう民衆の不安でもあった。

そこを吹っ切るねらいが今度Zの毛

沢東批判にはある。 それを惟逃して

いるのは郷小·JlであることにIHJ途い

はない。到I 1］、·!ZtH写復活した時に、

「自分の余生はあと7、 8年あるJ

とJっていたことを考えると、 余生

を毛沢東批判にかけるのだという、

絡められた戦略があったように思わ

れる。 中国民衆も!I'll小平にそれを期

待した。

しかも郡小＞Jlはかつて、 ソi主共産

..・s，ー・•A"°r、． ．．． 
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今週の焦点

党20い！大会でのスターリン批判の洗

礼；を受けて、 党総約の：ゃから個人保

持的な色彩をー紛した人物t.：。 そし

てまた今日の状illの中で、 ここまで

問題を民IJflしうるのは郷小平しかい

ない

華国鋒とは一体何者力、

そこでJ佐もが注目するのは、 議llil

H:とは一体だれかということだ。

準1111伶と郷小平が四人組打倒のあ

と、 スクラムを組んでl!Yつの近代化

を般jffiするのだといわれていたカヘ

その凡}jが抗っていることはかつて

週刊ダイヤモンド誌上でも述べた。

革命の経l眠からし、 文革への関わり

あいからも、 また毛沢東との関係か

らみてL、 gjl·，ト・Ji.と苓国鋒の間には

大きな日i裂かあ勺た。

中何lではひとの政治状況が話回1）化

すると、指導広ーの過去の政治的経�

がt先いざらt、J比判されることがあリ

うるだけに、 毛沢井［＇.家父長制への批

判jカ・進めば進むほど、 f(r<I五l鈴にとっ

ては不利なれ？智子が店員111-lされることに

なる

-/(([Fjj争の粍断てザtiむわからないの

は、なぜ彼がも沢東の依i1$て’ある湖

南?Ii何l窓九に、20年ものIHI党・3記と

して作イ正していたのかという点であ

る。 彼は1950年代から70年代にかけ

て、 ず っと当J也に留 ヮ て必リ、1955

if.Jニ，！？かれた処IJ..•論文；をH光むと、 ，＇｝
J己とい っ て も特務公安l則係の仕 ’ l�に
ついていたニとは歴然としている。

そうした粒tl�から、.／�!Jil鈴がひょ

っとしたら毛以来の血討にあたるの

ではないか、 との謎I心、ぜんとして

解けなL、。しかむ彼は林彪事件を処

理するという形で中央に登場してき

ている。 有害｜唱If干が四人組l.JTt担！という

一般のfliJi 7ーデタを一気になしえ

たのも、彼が特務公安｜関係を催勺て
L、たからにはかならない。

郵小平の遠大な構想、とは

今日、天安門事件のJ·f.j耐が逆転し

て、1ぷ乱慨が1U妥の味J;とされ、そ

のうえE:i尺点家父長制への批判が強
まる状況となれば、 熊岡5干の経雄は

どうみても不手ljとなる。 !Ill小平うた仰

を代mにして 円 己のj也｛立をIi'(�立した

来lnli干の干1:.{J：カ人当然ll-llわれてくる。

凶人組を批判lしなカtら毛沢東を正

しいというのがポl訂であるように、

天安！”l·JH牛は反乱の11111が1Eしかった

一一五回巡動に匹敵する、四五五lf.!ti'b”

であ るとい う J価か行なわれなが

ら、 その時に灼tlfしたmoでクロー ス：i
ァ，7した侠I.Jill争自身が問われなPl
のは、 むうひとつの大きな，｛·盾と川
える。

それでレは到I if、ギカ＇i」 らって いるも

のは 、 f(!i：同fr- を iD.＼、t混として、 白 ．

かi:.1.Wになるニとかといえば、 そう

ではなく、i皮のHit忽！！J: ｛，ゥとi丞大で
ある。1f1伊lをどうするか、 というと

ころにあるのたろう。 もともと錦11]

平は情淡であ勺て、 !ff心がないとt

われてきた． たからこそ大胆な発刊

をなしえてきた。 ！ 
情勢のおもむくままに、 強\IJ、··Ji.カ！

党u釘になリ、 情！五11-r>が 火駒lする 司
t寸’1；：悠は十分にありうる。 むし そ
んなことになれば、 あまりにも筋』

きj凶りであるし、内外に与えるイ ペ
ージのm尖ら小きくないはす人。 ｜ 

相対nの干f'..{tがある立味て・！二時II向

の問題になりつつあることは明らが
である。

だからこそ中同社会をi!i:代化す

ためには、 大衆の11Jにもやもやし

L、た、Jヒ.＇（·：は，，�：＼ 1）ではなか、 さらl

lまE:ilt米lこも.；�＼ 1）かなかったかとゅ

う疑念を、 こニでハッキリさせる

とが必惑星になるのである。

（東京外国務大学教授中餓嶺雄、2査
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